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論文の内容の要旨

　希薄磁性半導体を含むCdTe／cd1．、Mn，Teの超格子は，物理的にもまた応用上も興味ある系としてさまざまな

角度からの研究が行われてきた。CdTeの単結晶を基板とする従来の超格子作製法で得られる試料では，この基

板による光吸収のため目的の吸収スペクトルは得られないため，本研究ではGaAsを基板として用い超格子作製

後に基板の申央部分を選択エッチングにより除去するという新手法を開発する事により，吸収スペクトルの測定

に始めて成功し，世界に先駆けてcdTe／Cd1、、Mn，Te超格子の磁気光吸収スペクトルを得た。更に強磁場下の

磁気光吸収スペクトルおよび発光スペクトル測定を種々の成長条件の試料について行い解析した結果，界面拡散、

界面偏析及び界面における磁性について詳しい知見が得られた。またMn濃度30％程度のかなり高濃度の試料に

磁場を150Tまで印加する事で磁場誘起の超格子タイプの転移が始めてクリアーカットに観測された。またこの

結果からこの系のVa1ence－Baω一○ffsetの値を30～40％と見積もることが出来た。

審査の緒果の要旨

　まず超格子構造部分の吸収スペクトル測定の可能なサンプル作製法を開発した事が以後の研究を可能にした点

でひとつの重要なポイントとなっている。成長条件をさまざまに変えて作成した試料について，いくつかの磁場

領域の異なるマグネットを用い強磁場磁気光吸収スペクトル及び発光スペクトルの測定を行い，特に界面拡散，

界面偏析及び界面における磁性について詳しい知見が得られたこと，また磁場誘起の超格子タイプの転移が始め

てクリアーカットに観測されたことは，高く評価される成果である。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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